
正常細胞が子宮頸がんになるまで

正常細胞

多くの場合、
自然にウイルスが排除され
正常細胞に戻る

一部は
感染が持続

前がん病変
（異形成）

前がん病変とは：がんになる前の異常細胞（異形成）のこと。数年～10年の年月を経て、がん細胞に移行します。

がん細胞
（子宮頸がん）

前がん病変や、多くの子宮頸がんでは、
自覚症状はありません。

知ってほしい子宮頸がんのこと

HPVワクチンと定期的な検診が必要です！

感染

20歳になったら

・２年に１度の子宮がん検診で

子宮頸がんを早期発見しましょう。

子宮頸がんは細胞がヒトパピローマウイルス
（HPV）に感染し、その感染が持続することで、
前がん病変を経て、がん細胞に移行します。

HPVワクチンでは、すべての
子宮頸がんを予防することは
できません。２０歳になったら
検診を受けましょう。

板橋区女性健康支援センター ☎03-3579-2306


